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様式第3号(県規則第4条関係)

農地等の転用のための権利移動許可申請書

平成○○年○○月○○日

兵庫県知事 ○ ○ ○ ○ 様

申請者

譲受人 氏名 篠 山 太 郎 ㊞

譲渡人 氏名 多 紀 二 郎 ㊞

下記のとおり農地・採草放牧地を転用するための権利の移転・設定について許可を受けたいので、農地法第
５条第１項及び農地法施行令第15条第１項の規定により申請します。

記

１ 権利の種類（該

当するものを○で

囲むこと。）
所有権・賃借権・使用貸借権・その他（ ）

２ 申請当事者の氏

名、住所及び職業

（法人にあって

は、名称、代表者

の氏名、主たる事

務所の所在地及び

業務の内容）

区分 氏 名

（名称及び代表者の氏名）

住 所

（主たる事務所の所在地）

職 業

（業務の内容）

譲受人 篠 山 太 郎 篠山市北新町41番地 会社員

譲渡人 多 紀 二 郎 篠山市北新町100番地 農業兼団体職員

３ 申請に係る土地

の所在、字、地番、

地目、面積、利用

状況、普通収穫高

及び所有権以外の

使用収益を目的と

する権利の設定を

受けている者の氏

名又は名称並びに

市街化区域・市街

化調整区域・その

他の区域の別

所在 篠山市 町 豊年

字 地番
地 目

面積
10a 当たり

普通収穫高

利用

状況

所有権以外の使用

収益を目的とする権利

の設定を受けている

者の氏名又は名称

市街化区域・

市街化調整区

域・その他

の区域の別

登記簿 現 況

ｲﾉ坪 78 田 田 300㎡ 400㎏ 水田 多紀二郎 その他

多
紀

篠
山

「所有権以外の使用収

益を目的とする権利」

とは、賃貸借権、使用

貸借権、地上権、永小

作権等をいいます。

以 下 余 白
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４ 権利を設定し、

又は移転しようと

する当事者別の事

由の詳細

譲受人

（借人）

（転用の目的及び転用の目的に係る施設又は事業の内容等）

（例）現在、借家住まいである私は５人家族であり子供も大きくなるに従い手狭に

なり、この度友人である譲渡人の本申請地を譲受け、住宅を新築することにした。

譲渡人

（貸人）
上記理由による受け人の要望により譲り渡す。

５ 権利を設定し、

又は移転しようと

する契約の内容
所 有 権 移 転 又 は

権 利 設 定 の 時 期
━ 年 ━ 月 ━ 日（許可あり次第）

給 付 の 時 期 ━ 年 ━ 月 ━ 日（所有権移転登記と同時）

そ の 他 の 契 約 条 件 土地売買契約

６ 転用の時期及び

転用の目的に係る

事業又は施設の概

要

土 地 の 造 成 期 間 平成○○年○○月○○日から○○日間

施 設 の 建 設 期 間 平成○○年○○月○○日から○○日間

事 業 の 操 業 期 間 ━ 年 ━ 月 ━ 日（許可日）から永年間

施設の名称、構造、

棟 数 及 び 面 積

一般個人住宅 木造瓦葺２階建１棟

１階 ○○○㎡

２階 ○○○㎡ 合計延床面積○○○㎡

７ 転用の目的に係

る事業の資金計画 所 要 資 金 の

算 定 の 基 礎

用 地 費 ○○○○円 合計

造成工事費 ○○○○円 ○○○○円

建築工事費 ○○○○円 （税込）

所 要 資 金 の

調 達 の 方 法

自己資金 ○○○○円 合計

○○○○円

借 入 金 ○○○○円 にて充当

８ 転用することに

よって生ずる付近

の農地又は採草放

牧地、作物等の被

害の防除施設の概

要

被害発生原因、被害を与える

対象並びにその程度及び範囲 住宅であり、被害を与えることはない。

防除施設の種類、防除の方法

及び防除できる程度

９ その他参考とな

る事項

連絡・照会先

電話番号 自宅：079-552-○○○○ 携帯：090-○○○○-○○○○

氏名 篠 山 太 郎

同

額

・自己資金は金融機関

の残高証明書を添付。

・借入金は、金融機関

の貸付証明書を添付。

この申請書の内容に関

し、受け答えのできる人

を書いてください。



記載例

同 意 書

私が、下記により農地法第５条第１項に規定する許可を受けて転用することについて

同意願います。また、関係水路・水利には絶対ご迷惑をおかけしないようにします。

記

１．転用土地の表示

篠山市 豊 年 字 ｲﾉ坪 78 番地 地目 田 面積 300 ㎡

２．転 用 目 的

自己の住宅建設用地として

平成○○年○○月○○日

申 請 人 住 所 篠山市北新町４１番地

（転用事業者）

氏 名 篠 山 太 郎

上記の届出について、周辺農地に耕作上支障がないので、異議なく同意

平成○○年○○月○○日

篠山市 豊 年 自治会

自治会長 ○ ○ ○ ○

水利代表 ○ ○ ○ ○

土地改良区

（必要に応じて）

篠

○印

します。

○印

○印

○印

山
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隣 接 農 地 転 用 同 意 書

私が、農地法第５条第１項に規定する農地転用の許可を受けて下記の農地を転用するに

つきましては許可申請のとおり転用し、隣接土地等には絶対ご迷惑をおかけしないよう施

工いたしますのでこの転用に同意願います。

記

１．転用土地の表示

篠山市 豊 年 字 ｲﾉ坪 78 番地 地目 田 面積 300 ㎡

２．転 用 目 的

自己の住宅建設用地として

平成○○年○○月○○日

申 請 人 住 所 篠山市北新町４１番地

（転用事業者）

氏 名 篠 山 太 郎

３．上記の届出について、私たち隣接土地所有者（耕作者）は、異議なく

隣 接 農 地 の 表 示 同

所 在 地番 地目 氏 名

篠山市豊年字ｲﾉ坪 103 畑 ○ ○ ○ ○

篠

○印

同意します。

意 欄

印 同意年月日

○○○○

山
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農地転用についての誓約書

私は、このたび篠山市 豊年 字 ｲﾉ坪78 番地、地目 田 面積 300 ㎡外 ━ 筆、

合計面積 300 ㎡を 自己の住宅建設用地（一般住宅）に転用することについて、農地法第５条

第１項許可条件を厳守の上、次の事項を必ず履行することをここに誓約いたします。

記

１．転用目的 自己の住宅建設用地（一般住宅） 以外には変更しない。

２．許可後、転売等信義に反する行為はしない。

３．許可の日から１２カ月以内に着工する。但し、着工までの間についても地元、隣接地等に被害が

でないように管理する。

４．工事完了までの期間は、平成 年 月 日から○○○日間とする。

（ 許 可 日 ）

５．転用に伴う取水、排水の時は農業及び公衆衛生上等に被害を及ぼさないようにする。

６．転用しようとするときは、土砂の流出及び堆積、崩壊、粉塵、鉱煙、その他により近隣の

土地及び作物等に被害を与えないように防除対策を講ずる。

７．その他（ ）

８．万一、上記誓約事項に違反した場合は、県及び市農業委員会の指示に従う。

平成○○年○○月○○日

住 所 篠山市北新町４１番地

氏 名 篠 山 太 郎

兵 庫 県 知 事 様

篠山市農業委員会長 様

篠

○印山



記載例

平成 年 月 日

用地の選定理由（代替性の検討結果）

兵庫県知事 様

篠山市農業委員会会長 様

選定番号 選定場所 地目 面積 選定できなかった理由

１
篠山市○○字

○○○○番
田 ○○㎡

（例）道路に接する変形田であった

が相続が難しくできない理由から

断念しました。

２
篠山市○○字

○○○○番
雑種地 ○○㎡

３
篠山市○○字

○○○○番
宅地 ○○㎡

選定箇所の位置図は別紙のとおり

申請者

住 所

氏 名


